
ノウサギ Lepus brachyrus
の毛色季節変化

東海大学出版会「日本の哺乳類」より

本州の東北部や日本海側の積雪地帯および佐渡のものは
冬になると耳の先端を除き全身白色となる



ニホンノウサギの
遺伝的構造
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地域間の多様性の創出：分断による場合、複数回の渡
来による場合、そして現在の人為的移入による場合

ニホンヤマネ
列島内の分断
化による地域
集団の創出

ハツカネズミ
朝鮮半島経由、
そしてサハリン
経由の移入

クマネズミ
日本には通常アジア型Rattus tanezumi
(2n=42)が生息。そこにオセアニア型Rattus 
rattus (2n=38)が小樽に！

現在も人為的移入により、各地域集団の遺伝
的特性は変化している
Chinen et al. (2005)



• 環境の変化に、野生生
物はいかにすばやく適
応するか

Part ３．
野生生物が持つ環境変化に対
する適応力（変化する力）とは


